
ー

・

T
．
ヽ
．

Hitachi Koki 

日立/t'ンド'I
CB 100F 
CB 100FA 

取扱説明書

このたびは日立バンドソ一をお買い上げいただき，ありがとうございま

した。

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり，正しく安全にお使い＜

ださし \o

お読みになった後は，いつでも見られる所に大切に保管してご利用くだ

さい。

~ 
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国，匡亘~,恒l の意味について
ご使用上の注意事項は「心り蒼告」と「＆注意」に区分していますが，それぞれ
次の意味を表します。また，「注」の意味も説明します。

囚立 : 誤った取扱いをしたときに，使用者が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容のご注意。

囚 : 誤った取扱いをしたときに，使用者が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお，「心注意」に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結び付く可能
性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので，必ず守ってく
ださい。

固 : 製品のすえ付け，操作，メンテナンスに関する重要なご注意。

-1-



各部の名称
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袖包状態での分銅は本体
後側に固定してある。
分銅をはすし，図のよう
にセットしてください。



仕 様

項目
ーこ

使用電源

CB100F(3HPｷ ミリ） CB100F(5HP ・ミリ） CBlOOFA(5HP ・ミリ）

CB100F(3HP ・寸） CB100F(5HP ・寸） C BlOOF A(5HP ・寸）

三相交流 50/60Hz共用 200V 

切断寸法 最大挽き割り高さ 400mm (約 l 尺 3 寸 3 分）

ふところ寸法 540mm (約 l 尺 7 寸 8 分）

モーター 日立全閉外扇形モーター T F 0-F K 

定格電流 50HZ 

60HZ 

帯のこ刃寸法

のこ車直径

のこ車回転数

テーブルの大きさ

テーブル傾斜

テープルまでの高さ

2.2KW 

9.5A 

8.8A 

3.7KW 

16.8A 

14.6A 

3.7KW (望砧符）

幅102X厚さ 0.8X 長さ 4450mm

650mm 

650min-1 {650回／分} 50Hz 780min —1 {780回／分} 60Hz 

幅825X奥行700mm

0ｰ-45ー 

844mm 

機体の大きさ 幅1438X奥行1200X 高さ 2000mm

すえ付寸法 幅680X奥行790mm (図 1参照）

質量 640kg 650kg 660kg 

匡・ CBlOOF形およびCBlOOFA形には，それぞれデジタル表示がmm と寸のものがあ
ります。デジタル表示がmm と寸のものは別製品です。
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付 属 品

①帯のこ刃 (l個） ②ガイド (l 組） I ③挽材案内装置 1 ④両日スパナ (10Xl3mm)
（チップ刃） （本体装着） (1組）（本体装着） (1個）
（コード番号974100) . 

I ✓ 
使い方は17ページ参照 使い方は19ページ参照 使い方は22ページ参照 使い方は21,29ページ参照

(( 両ロスパナ ⑥ボックススパナ ⑦六(6m角m棒)スパナ ⑧六(8m角m棒)スパナ
17X 19mm) (l個） (13mm) (1個） (1個） (1個）

~ ~ ぐ

使い方は21,29ページ参照 使い方は17,18ページ参照 使い方は25ページ参照 使い方は19ページ参照

⑨補助ローラ (1組） ⑩ (4 10X30mmボルト
個）

曾

使い方は21ページ参照 1 使い方は21ページ参照

図 3
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①帯のこ刃（バチアサリ刃）
（コード番号 974101)

②角度定規セット
（コード番号 948583)

~ 
使い方は25ページ参照

図 4
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用 途

●のこ挽き作業全般

●ほぞ取り，造作用挽き割り作業

●残り材の製材など建築現場でののこ挽き作業

作業前の準備

ご使用になる前に次の準備をすませてください。

1. す え 付 け.. ・・・・・・・

傾斜のない平たんな場所へ，安定した状態にすえ付けてください。

2. アース（接地），漏電しゃ断器の確認……•••

心警 告

•本機は安全面ばかりでなく誤動作を防ぐためにも，必ずアース（接地）してくださ
しヽ。

ご使用にさきだち，本機が接続される電源に労働安全衛生規則や電気設備の技術基準な

どに規定された感電防止用漏電しゃ断装置（以下漏電しゃ断器と言います。）が設置され

ているか確認してください。

また，本機は必ずアース（接地）をしてください。定格感度電流 15mA 以下，動作時

間 0.1秒以下の電流動作型の漏電しゃ断器が設置されている電源でお使いになる場合

でも，より安全のためにアース（接地）されるようおすすめします。

地中にアース極（アース板，アース棒）を埋めアース（接地）線を接続するなどのアース

工事は電気工事士の資格が必要ですので，お近くの電気工事店にご相談ください。

- 11 -



3. 本体にコードを接続する………

電源箱をあけ，接続端子台にコードを接続してく

ださい。（図 5)

電源コードは心線が 2m面以上のアース（接地）

できる接地用の 1 心をもつ 4 心キャブタイヤケー

ブルをご使用ください。

図 5

4. 電源の接続とアース（接地）

心警 告

•アース（接地）線をガス管に取付けると爆発のおそれがあります。絶対にしないで
ください。

電源とコードの接続は，次のようにしてください。

空 l 出る；;;;;;; 原：」；：のた~~ー「ス~i接こで~~;
してください。

(2) コードの赤線がR 相， 白線が S 相，黒線がT

相となるように電源に接続してください。

電源コード I (3) アース（接地）線（緑色）は念のために断線，

接続不良がないことを確認してからご使用くださ

し‘
゜

図 6
なお，テスターや絶縁抵抗計をお持ちでしたら，

アース（接地）極の刃と本体金属枠との間の導通を

確認してください。

5. 継ぎ（延長）コード

＆警 告

•継ぎ（延長）コードは，損傷のないものを使用してください。

電源の位置がはなれていて継ぎ（延長）コードが必要なときは，製品を最高の能率で故

障なくご使用いただくため，電流を流すのに十分な太さのものをできるだけ短くしてご

使用ください。

- 12 -



心線断面積

2mm2 

最大長さ

25m 

左の表は，コードの太さ（心線断面積）によって，

本機に使用できるコードの最大長さを示します。

3.5mm2 47m 
これ以上長いコードを使用すると，電流が十分流

れず製品の能率が落ち，故障の原因となります 。

継ぎ（延長）コードは必ずアース（接地）できるアース（接地）用の 1 心をもつ 4 心キャ

プタイヤケーブルをお使いください。

6. 防錆油のふき取り………

工場出荷の際は，ガイド，テーブル上面にさび止めの油が塗ってあります 。 ご使用前

に砂，土，切粉，ほこりなどの付いていない木綿の布などでふき取ってください。

7. 操作バネルについて………

コンソールポックス

“ 

で .• •
① 電源スイッチ

図 7 図 8

，そ ュ

電源スイッチをに豆りすると電気回路内に電流が流れます。 この状態でモー 冴，ーは起動
しません。

② 電源ランプ巨亘］
,.'' 咳’多, 絞.::. " 
~ 

電源スイッチを E旦りすると電源ランプが点燈し，電気回路内に電流が流れていること
を示します。

③ 起動スイッチ恒亘］
起動スイッチの区］のボタンを押すとモーターが起動します。

困 次の場合，起動スイッチの区］のボタンを押しても起動しません。
・電源スイッチをビりりしていないとき（電源ランプが消燈しているとき）
・帯のこ刃緊張適正ランプが点燈していないとき

・帯のこ刃セット位置適正ランプが点燈していないとき

・ブレーキペダルを踏んでいるとき

- 13 -
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④ 停止スイッチ目蚤］
停止スイッチの匝〗のボタンを押すとモートルが停止します。
⑤ 帯のこ刃緊張適正ランプ目匝］
ランプが点燈して，帯のこ刃の緊張力が適正であることを示します。

（緊張力が適正でない場合は，ランプが消燈します。 ）

⑥ 帯のこ刃セット位置適正ランプ目国
ランプが点燈して，のこ車に対する帯の-刃のセット位置が適正であることを示します。

（セット位置が適正でない場合は，ランプが消燈します。）

⑦ 材料切断幅デジタル表示装置目匝吾亘］
材料切断幅（帯のこ刃からガイドまでの距離）を数字表示 (mm又は尺寸分厘）します 。

(23ページ「5.材料切断幅デジタル表示装置」の項参照のこと 。 ）

⑧ クリアスイッチ目蚤］
クリアスイッチのボタンを押すと， ⑦材料切断幅デジタル表示装置の数字がミリ表示で

は □□団になります。 寸表示では I -I -I 0-1°1 になります。
⑨ ヒューズ

電気回路内に過大な電流が流れないためについています。

ヒューズ仕様 ガラス管ヒューズ125ボルト (V) lA 

8. 作業環境の整備・確認………

作業する場所が2ページ「電動工具の安全上のご注意」の注意事項にかかげられている

ような適切な状態になっているかどうか確かめてください。

0 騒音防止規制について
騒音に関しては，法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。
ご近所に迷惑をかけないよう，規制値以下でご使用になることが必要です。

状況に応じ， しゃ音壁を設けて作業してください。

- 14 -



ご使用前に

＆警 告

•ご使用前に次のことを確認してください。 1-6 項については，電源プラグを電
源にさし込む前に確認してください。

1 . 使用電源を確かめる………

必ず銘板に表示してある電圧でご使用ください。 表示を超える電圧で使用するとモーター

や制御装置が破損するおそれがあります。 また，直流電源，エンジン発電機および昇圧

器などのトランス類で使用しないでください。 製品が故障するだけでなく事故の原因に

なります 。

2. スイッチが切れていることを確かめる

＆注意

•スイッチが入っているのを知らずに，元電源を入れると不意に起動し，思わぬ事
故の原因になります。

電源スイッチは押しボタンの「入」側を押すと入り，「切」側を押すと切れます。

電源スイッチの押しボタンが「切」になっていることを必ず確認してください。

3. 電源コンセントの点検………
電源プラグをさし込んだとき，ガタガタだったり，すぐ抜けるようでしたら修理が必要

です。 お近くの電気工事店などにご相談ください。

そのままお使いになりますと過熱して事故の原因になります。

4. 帯のこ刃を確かめる

＆注意

●帯のこ刃に刃欠け，ヒビなどの異常がないことを確認してください。
異常があると，帯のこ刃が破損し，けがの原因になります。

帯のこ刃は正規のものか，また刃欠け，ヒビなどがないか十分確認してください。

- 15 -



5. 帯のこ刃の張り調整および出入り調整………

＆注意

●帯のこ刃の張り調整をしないでスイッチを入れますと，帯のこ刃が飛び出し，本体
が破損するばかりでなく，けがの原因になります。

工場出荷時，帯のこ刃を取付けてありますが、必ず帯のこ刃の張り調整，出入り調整を

してください。 (17ページ「1.帯のこ刃の張り方」の項参照）

6. 保護おおいの確認………

保護おおいは災害防止のためのものです。各カバーは所定の位置へ確実に取付けてくだ

さい。

7. 回転方向を確かめる

心注意

•逆回転を続けると，のこ車締付けナットがゆるみ，けがの原因になりますので，直
ちにスイッチを切り，運転を停止してください。

スィッチを入れたとき，帯のこ刃が矢印の方向（図1参照）に回転するのが正常です。
逆回転する場合は，スイッチを切り，電源プラグを抜いて，コードの赤線 (R相）と黒線

(T相）をつなぎ替えてください。（図 6 参照）

-16-



各部の調整

心警 告

●万ーの事故を防止するため，必ずスイッチを切り，電源プラグを電源から抜いて

おいてください。

1. 帯のこ刃の張り方………

ラック

図 9

(1) ガイド（図 l 参照）が帯のこ刃にあたらないよ

う左側へ移動します。

(2) 上下のふた止めをはずして，カバー(B), 力バー

(E)を開きます。 （図 1 参照）

(3) テープルの帯のこ刃出し入れ部（テーブル中

央の割り溝）にテーブルピースが固定されていま

す。 （図 9)

テープルピース固定ボルト（図 9 はテーブルを下

から見た圏です。）を付属のボックススパナでゆる

め，テーブルピースを帯のこ刃が出し入れできる

位置に回します。

(4) 5 mmチョウボルトをゆるめてセフティーカバー

(B)を右側へ移動します。

(5) 帯のこ刃張り調整ハンドルをゆるめて，帯の

こ刃をのこ車（上）• （下）に掛けます。 （図 l 参照）

ポッ クススバナ I (6) 帯のこ刃張り調整ハンドルを回し， 目盛針を

直目盛（太い目盛）の下の目盛（細い目盛）位置に
します。 （図 7)

図 10 (7) 帯のこ車（上）を左方向と右方向へ交互に手で

目盛針 目 盛劉

＼．ら

回しながら，帯のこ刃出入り調整ハンドルで帯の

こ刃が図13の位置に安定するよう調整します。

図 11
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固・のこ車（上）を回転するときは，手が帯のこ刃に接触したり，のこ車と帯のこ刃
の間にはさまれたりしないように注意してください。

・帯のこ刃出入り調整ハンドルを回したとき，目盛針力ゞE国目盛（太い目盛）より
上に上がる場合があります。このときは，帯のこ刃張り調整ハンドルを回し，目

盛針を下の目盛（細い目盛）位置に再度調整してください。

帯のこ刃

帯のこ刃位骰
表示装凹目盛

｀こ
図 12

図 13

(8) 帯のこ刃張り調整ハンドルを回し，目盛針を

圏目盛（太い目盛）の位置にすると最も適した帯
のこ刃の張りとなります。このとき，帯のこ刃が図

13の位置に安定することを再度確認してください。

(9) セフティカバー(B) を 5mmチョウボルトで取付

け，テーブルピースをもとの位置に戻してテープ
ルビース固定ボルトで締付けます。

(10) 帯のこ刃位置表示装置は，帯のこ刃のセット
位置を本体正面から見ることができる装置で挽材

作業中も，帯のこ刃の出入り状態がわかります。

困・セフティカバー(8) (図 1 参照）は必ず取付け， 5mmチョウボルトでしっかり固定
してください。

2. 帯のこ刃位置表示装置の調整……...

帯のこ刃を研磨して帯のこ刃の幅が減少した場合は，減少した帯のこ刃の幅に応じて帯

のこ刃位置表示装置を次の手順で調整します。

(1) 帯のこ刃の幅を測定します。帯のこ刃の幅は刃先から背までの寸法です。

(2) 付属のボックススパナ (13mm) で帯のこ刃位置表示装置固定ボルトをゆるめ，ア

ジャストスクリュ一を回して，測定した帯のこ刃の幅に応じてスケールの位置に合わせ

ます。

(3) 付属のボックススパナで帯のこ刃位置表示装置を固定します。

帯のこ刃の張り方については， P 17 「 1.帯のこ刃の張り方」と同じです。
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帯のこ刃位囲表示装笠

{ 
セリシャフト

スケール
\ 

三
スケール:ロノヤフト

図 14 図 15

匡l ・帯のこ刃を研磨して刃幅が90mm未満に減少した帯のこ刃は使用できません。絶
対に使用しないでください。

3. ガイドの調整………

(1) セットゲージをガイドと平行になるまで回します。 （図 16)

(2) セットゲージを帯のこ刃の刃先がない側面に当て，平行を調整します。 （図 17,18)

(3) 平行調整後は，付属の六角棒スパナ (8mm) でガイドを固定してください。 （図 19)

帯のこ刃

図 16 図 17 図 18

セ ッ トゲージを
ストッバーに当
たるまで回す

\ 
—ストッ J ゞ一

図 19 図 20
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固・調整後は，必ずセットゲージをストッパーに当たるまで戻してください。（図20)
し 'o

・帯のこ刃の交換後は必ずガイドを再度調整しなおしてください。

4. セリの調整………

固・セリで帯のこ刃をきつくはさみつけないようにしてください。
・帯のこ刃の交換後，または作業前には，必ずセリが調整されていることを確認し

てください。

セリが適正に調整されていないと，挽き曲がりの原因になります。

セリは，次のように調整してください。

図 21

~ ~ - —— 

(1) 上側セリの調整（図21)

① 帯のこ刃が正しく張られた状態で，セリ固定

ちょうボルト (2 本）をゆるめます。

② かる＜締付けた後，微調整ちょうボルトで，セ

リと帯のこ刃のスキマがO.l----0.2mm (はがき 1 枚

分程度）になるようセリを調整します。

③ 調整が終わりましたら，セリ固定ちょうボル

卜で固定してください。

(2) 下側セリの調整（図22)

下側のセリも上側セリの調整①～③の手順で調整

します。

ふf
． ．． ゞ,.;

・ぶ唸；

、~!!·
図 22 ・ 中

・ ~' !• : '

固・上側セリは，ロックレバーで確実にセリシャフトを固定してから調整してくださ ‘
ぃ。（図23)

・セリが帯のこ刃に片当りして帯のこ刃を片側に寄せないようにしてください。

・セリが帯のこ刃をはさみつけてブレーキにならないようにしてください。

・セリの側面を帯のこ刃の面と平行になるようにしてください。
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図 23

5. のこ刃押えの調整………

図 24

6. 補助ローラの調整………

付属のスパナ (10 X 13mm) で 6mmボルトをゆる

め，のこ刃押え（ボールベアリング）を前後に移動. . . 
して，帯のこ刃の背とのこ刃押えとのすきまが 4
-5mmになるように調整します。（図24)

補助ローラは長尺材の挽き割り作業を行なうのに便利です。

スパナ
(17X 19mm) 補助ローラ一

図 25

(1) 別梱包された補助ローラを取出し，ローラ一

アングルを付属の両ロスパナ (17 X 19mm) でロ一

ラ一アングル固定用ボルトを固定します。
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(2) 補助ローラは，定規を用いてテーブル面より〇

補助ローラーはテーブル I ~0.5mm程度高くすると効果的です。

定規 よりも0~0.5mm高くする
上

—\ 
ローラ一アングル 補助ローラ一

図 26

切削作業と操作の手順

1. ガイドの使しヽ方・・・・・・・・・

` 木材21~ 方向
• 

雷を｀宣円←
図 27

2. 挽材案内装置の使い方………

図 28

ガイドを図27のように帯のこ刃に対して約1mm ぐ

らい傾けて，のこびき作業のときガイドの先端を

目安として木材を送る方法が挽き曲がりを防ぐ｀｀コ

ツ,, です。

ガイドの傾け方は，ガイドの調整方法と同じです。

(19ページ「3. ガイドの調整」の項参照）

挽き曲がりを防止するために，挽材案内装置が装

着されています。木材を押し付ける量は 5---lOmm

が適当です。（園28)
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3. 切断作業．．．．．．．．．

心警 告

•運転中に帯のこ刃張り調整ハンドル，帯のこ刃出入り調整ハンドルに触れると
帯のこ刃が飛び出す原因となりますので絶対に触れないでください。
●挽き終わりのとき，帯のこ刃に手，その他が接触しないようにしてください。

図 29

4. 傾斜挽き作業

(1) ロックレバ一をゆるめ，セリ上下ハンドルを

回して，木材とセリベ一スのすきまが8mm以下に

なるよう調整します。 （図29)

(2) 起動スイッチの旦］ボタンを押し，モーター
を起動させて，帯のこ刃を回転させます。

(3) テーブルの上に木材を静かに載せ ， ゆっくり

と送り込みます。

(4) 木材の送り込みは図 14のようにガイドの先端

を目安にします。

心注意

●傾斜挽き以外のときは，刃口板をテーブルに取付けて使用してください。

(1) 刃口板を取付けているサラ小ネジ 1 本をゆるめ，刃口板を取りはずします。

(2) 付属の両ロスパナ (17X 19mm) でテーブル締

付けボルトをゆるめ，傾斜挽きの角度にテーブル

を傾けてテーブル締付けボルトでテーブルを固定

します。 （図30)

テーブルの傾斜は0~45° までできます。

図 30
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(3) ガイドを帯のこ刃の右側にして挽き割り作業

をしますと傾斜挽きが容易にできます。（図31)

図 31

5. 材料切断幅デジタル表示装置の使い方………

‘ 

刃
部
て

r

の
当

しヽな

(1) セットゲージをガイドと平行になるまで回し

ます。

(2) ガイドを帯のこ刃に近づけ，セットゲージを

帯のこ刃の刃先の部分にかる＜当てます。（図32)

図 32

(3) デジタル表示装置下のクリアスイッチを押し

て，デジタル表示を [Ilg] にします。（図33)
寸表示仕様品では，リセットボタンを押して，デジ

タル表示を I -I -I 0-1°1 にします。（図34)
困. "0" 点調整後は必ずセットゲージをもと

に戻してください。

(4) ガイドを任意の寸法表示になるまで移動し，

ガイド固定ノブでガイドを固定します。（図 1 参照）

圏33は帯のこ刃からガイドまでの距離（材料切断

幅寸法）が248mmにセットされていることを示し

ます。図34は（材料切断幅寸法） 1 尺 2 寸 4 分〇厘

にセットされていることを示します。寸表示では

最小表示寸法は 5 厘です。（最後の厘の桁の表示は

図 34 囚と巨〕のみです。）
材料切断幅とデジタル表示との許容誤差は旦玉吋または， [G月以内です。

—— •r 
1-=JJt,~a, ―四~II

『丁戸ITT!

巴 滞の→こ刃か
らカイドま
での距離

リセット
ポタン
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6. 角度定規セットの使い方………（別売部品）

木材を斜めにのこ挽きしたい場合は，別売部品の角度定規セットを用いると簡単に作業

を行なうことができます。（図35)

(1) 角度挽きを行なう場合，木材がガイドに接触するときはガイドをはずします。ガイドは

ガイド固定ボルトを付属の六角棒スパナ (6mm) でゆるめてはずします。 （図36,37)

図 35 図 36 図 37

(2) 案内板の固定ちょうボルトをゆるめ，案内板を角度挽きする角度に調整します。（図35)

(3) テープルに設けられた溝にそって角度定規を進めることにより，簡単に角度挽き作

業ができます。

匡l ・ガイド全体をラックから抜きとることはできません。ガイドが不要の場合は，必
ず上記の要領でガイドだけをはずしてください。

ブレーキの使い方

ブレーキは足踏み式（フットブレーキ）です。

起動スイッチ（図7参照）召〗のボタンを押さなく
てもプレーキペダルを踏み続けると 3-5秒で運転

が停止します。 （図38)

図 38

心警 告

•作業が終りましたら，必ずスイッチを切り，電源プラグを電源から抜いてください。
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過負荷保護装置（サーマルリレ一）について

心 警 告

•万一の事故を防止するため，必ずスイッチを切り，電源プラグを電源から抜いて
おいてください。

1. CB 100 F 形の場合………

サーマルリレーは，モーターの損焼を防止するた

めにコンソールボックス（図8参照）内に設置して

あります。作業中，急に本機が停止した場合は，サー

マルリレーが作動したものと考えられますので，

まず電源スイッチを切ってから，モーターの温度

が下がるのを待って（約30分程度）ください。

次にカバー(8) (図 1参照）を開きコンソールボック

ス部にあるゴムキャップを取りはずして，押し棒

（絶縁されたもの）をさし込み，サーマルリレ一

の復帰ボタンを押してください。（図39)

固•サーマルリレーの復帰ボタンを押して，すぐに作業されすと，短時間でまたサー
マルリレーが作動しますので，モーターの温度が下がるまで（約30分程度）待っ

て，作業してください。

図 39

2. CB 100 FA形の場合………

“ ` サーマルリレーは，モーターの焼損を防止するために，電源スイッ
チ内に設けてあります。（図40)

作業中，急に本機が停止した場合は，サーマルリレーが作動した

ものと考えられます。サーマルリレーが作動した場合，電源スイッ

チが自動的に切れ，ランプ (3 コ），デジタル表示も全て消燈します。

再び作業を行なう場合は，モーターの温度が下がるのを待って（約

30分程度）作業してください。

（サーマルリレーは自動的に復帰します。）

図 40

困・電源スイッチの「入」を押して，すぐに作業されますと短時間でまたサーマルリ
レーが作動しますので，モーターの温度が下がるまで（約30分程度）待って，作

業してください。
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故障診断

1. 帯のこ刃の走行が不安定な場合

つぎのような場合，帯のこ刃の走行が不安定になるときがあります。 ょく点検して ， 適

切な処置をしてください。

原 因 処 置

l 
帯のこ刃，のこ車にオガクズ， 布きれ，木片等に軽油をしみ込ませて ， 取除いてください 。

ャニなどが付着 しているとき

2 
帯のこ刃の張り調整が適正で 「帯のこ刃の張り方」の項を参照し，正しく調整してくださ

ないとき し｀゜

3 
帯のこ刃の出入り調整が適正 「帯のこ刃の張り方」の項を参照し，正しく調整して く ださ

でないとき v ヽ ゜

帯のこ刃に亀裂が生じている

~ 
とき

帯のこ刃を交換してください。
［帯のこ刃を張った状態l
で点検してください。

1~4 の処置をしても，走行が安定しないときは，帯のこ刃

に施した腰が弱くなっております。

帯のこ刃に施してある ｀‘腰”
この場合 ， 帯のこ刃に再度腰入れをする必要があります。

5 ｛日立 電 動工具販売店} ~ が弱い場合 最寄りの 日立工機電動工具センター ヘ帯の-刃への再腰
入れをご用命くださるか，または帯の こ刃を交換してくださ

"¥ ゜

2. まっすぐに切れない場合………

セリの調整とガイドの調整を正しくしても ， つぎのような場合は，挽き曲がりが生じる

ことがありますので，その原因を確かめ適切な処置を行って作業をしてください。

原 因 処 置

1 帯のこ刃が切れないとき 目立て直しをしてください。

「
帯のこ刃刃先

目立て直しをしてください。
欠け

ただし，刃先の欠けがとびとびに 1~2 枚の場合には実用上

2 
（チップ部）が

支障ありません。
欠けたとき 匡I • 砂やクギが付いた木材ですと刃先の欠けの原因となり

I ますのでご注意ください。
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l : 『帯のこ刃目立 目立て直してください。
時における刃

3 ただし，刃先の整形不良がとびとびに 1~2 枚の場合には実
先整形不良の

（イ） （口 とき
用上支障ありません。

4 
切り始めに急激に木材を当て 切り始めはゆっくりと送り，あとは木材に合った能率的な送

る り速度にしてください。

5 送り速度が速すぎるとき
速く送ろうと強い力で押しても，のこ刃に無理をさせるだけ

なので，木材に合った能率的な送り速度にしてください。

保守・点検

＆警 告

•点検・手入れの際は，必ず電源スイッチを切り，電源プラグを電源から抜いてお
ぃてください。

1. 帯のこ刃の保守·……••

(1) 刃先を金属，コンクリート，石などにぶつけるとステライト刃先が欠けるおそれが

ありますので，取扱いに十分注意してください。

(2) 長時間ご使用にならないときは帯のこ刃をはずしておいてください。

(3) 帯のこ刃を使用しないときは軽油を塗って"サビ,, がでないように注意してくださ

ぃ。また，使用する場合は軽油をふき取ってください。

(4) "ヤ二,, の多い木材は，帯のこ刃がしぶくなって，無駄な力を必要になったり，帯の

こ刃を早く痛めることになりますので，こまめに掃除してください。

(5) 帯のこ刃に付着したオガクズなどを木片などで取除いてください。

固•本機をご使用にならないときは，必ず帯のこ刃の張りをゆるめておいてください。
長時間張った状態のままですと，帯のこ刃の腰が弱まり，挽き曲りや飛び出しの

原因になります。
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2. Vベルトの張り点検・調整………

(1) 6mmボルト (3 本）を付属の両ロスパナ (10 X 

13mm) ではずしてベルトカバーを取りはずします。

（圏 2 参照）

(2) 10mmナットを付属の両ロスパナ (17X 19mm) 

でゆるめて， 10mmボルトを回してベルトの中央部

を親指（約5kg) で押して 15mmたわむようにしま

す。

調整が済みましたら必ず10mmナットで確実に締付

けてください。
図 41

3. のこ車・ダスターの点検………

のこ車の外周にオガクズが付着しないよう， ダスター（図 1 参照）を設けておりますが，

ときどき帯のこ刃をはずして，のこ車に付着したオガクズなどを軽油をしみこませた木

片で取除いてください。

のこ車と帯のこ刃との間にオガクズが入ると，帯のこ刃に無理な力がかかり割れを生ず

ることがあります。

4. 各部取付けねじの点検………

各部取付けねじで，ゆるんでいるところがないかどうか定期的に点検してください。も

し，ゆるんでいるところがありましたら締めなおしてください。ゆるんだままお使いに

なりますと事故の原因になります。

5. 注油．．．．．．．．．

(1) 機械の摺動部には常に袖をさして，いつまでも高い精度を維持するようにしてくだ

さい。

(2) テーブル上面，ガイド面はさびがでないよう油を塗っておいてください。

青
`
‘
ー. 6

 

掃．．．．．．．．．

(1) ときどき本体についている切りくずや，ごみを布などでふき取ってください。

モータ一部は水や油等でぬらさないようにしてください。

(2) ときどきのこ車に付着した切りくずを乾いた布などでふき取ってください。

7. 製品や付属品の保管………

使用しない製品や付属品の保管場所として，下記のような場所は避け，安全で乾燥した

場所に保管してください。
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お客様メモ

お買い上げの際、販売店名 ・ 製品に表示されている製造番号(No.) などを下欄に

メモしておかれますと、修理を依頼されるとき便利です。

お買い上げ日 年 月 日 1 販売店
製造番号 (No.) 電話番号

• 日立工機電動工具センターにご用命のときは、下記の営業拠点にお問い合わせ
くださし 'o

●全国営業拠点

営業本部 〒108 -6020 東京都港区港南二丁目 15 番 1 号（品川インターシティ A棟）
TEL (03) 5783 -0626 (イ芯

北海道支店 〒004 -0053 札幌市厚別区厚別中央 3 条一丁目 2 番 20 号
TEL(011) 896-1740 (f芍

東北支店 〒984 -0002 仙台市若林区卸町東三丁目 3 番 36 号
TEL(022) 288-8676(1f) 

関東支店 〒108 -6020 東京都港区港南二丁目 15 番 1 号（品川インターシティ A棟）
TEL (03) 5783-0608 (イり

中部支店 〒451 -0051 名古屋市西区則武新町一丁目 32 番 16 号
TEL (052) 533 -0231 (イり

北陸支店 〒920 -0058 金沢市示野中町一丁目 163 番
TEL (076) 263-4311(1t) 

関西支店 〒663 -8243 西宮市津門大箇町 1 0 番 20 号
TEL (0798) 37-2665 ({f) 

中国支店 〒730 -0826 広島市中区南吉島二丁目 3 番 7 号
TEL (082) 504 ー 8282 (1芍

四国支店 〒760 -0078 高松市今里町一丁目 28 番 14 号
TEL (087) 863 -6761 (イ芍

九州支店 〒813 -0062 福岡市東区松島四丁目 8 番 5 号
TEL (092) 621 -5772 (if) 

• 電動工具ご相談窓ロ一お買物相談などお気軽にお電話ください。

お客様相談センター I フリーダイャル I o 1 20 -20 8822 (無料）
※携帯電話からはご利用になれません。 (± ・日・祝日を除く 午前 9: 00 ,_, 午後 5: 00) 

電動工具ホームページー http://www.hitachi-koki .co.jp/powertools/ 

⑲日立工機株式会社
303 

部品コード C9920980l N 




